
修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額

（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ１８ 14,696百万円

Ｈ１９ 24,995百万円

Ｈ２０ 27,416百万円

Ｈ２１ 32,076百万円

Ｈ２２ 21,467百万円

Ｈ２３ 19,581百万円

Ｈ２４ 31,785百万円

Ｈ２５ 48,923百万円

Ｈ２６ 33,108百万円

Ｈ２７ 106,065百万円

Ｈ２８ 59,505百万円

Ｈ２９ 61,859百万円

Ｈ３０ 68,016百万円

Ｒ１ 87,750百万円

Ｒ２ 96,320百万円

Ｒ３ 95,645百万円

Ｒ４ 120,271百万円

Ｒ５ 107,578百万円

Ｒ６ 125,043百万円

Ｒ７ 394,398百万円

Ｒ８ 193,440百万円

Ｒ９ 34,069百万円

Ｒ１０ 104,543百万円

Ｒ１１ 97,784百万円

Ｒ１２ 57,692百万円

Ｒ１３ 39,471百万円

Ｒ１４ 41,113百万円

Ｒ１５ 52,905百万円

Ｒ１６ 41,296百万円

Ｒ１７ 40,026百万円

Ｒ１８ 40,249百万円

Ｒ１９ 40,611百万円

Ｒ２０ 40,451百万円

Ｒ２１ 40,940百万円

Ｒ２２ 40,708百万円

Ｒ２３ 40,356百万円

Ｒ２４ 40,491百万円

Ｒ２５ 40,894百万円

Ｒ２６ 40,190百万円

Ｒ２７ 40,310百万円

Ｒ２８ 40,565百万円

Ｒ２９ 40,494百万円

Ｒ３０ 41,668百万円

Ｒ３１ 39,988百万円

Ｒ３２ 40,387百万円

Ｒ３３ 41,232百万円

Ｒ３４ 41,394百万円

Ｒ３５ 41,438百万円

Ｒ３６ 40,848百万円

Ｒ３７ 41,100百万円

Ｒ３８ 40,758百万円

Ｒ３９ 40,520百万円

Ｒ４０ 40,557百万円

Ｒ４１ 40,047百万円

Ｒ４２ 40,436百万円

Ｒ４３ 40,970百万円

Ｒ４４ 41,104百万円

Ｒ４５ 40,971百万円

Ｒ４６ 40,970百万円

Ｒ４７ 40,970百万円

Ｒ４８ 40,970百万円

Ｒ４９ 40,970百万円

Ｒ５０ 40,970百万円

Ｒ５１ 40,970百万円

Ｒ５２ 40,970百万円

Ｒ５３ 39,908百万円

（注1）平成１８年度から令和５年度までは実績値を、令和６年度は実績見込値を記載している。

（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを認めるものとする。
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